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28年度中の開業を目標に進められている道の駅（イメージ）

　

12
月
議
会
定
例
会
は
12
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
４
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
歳※

計
剰
余
金
を
処
分
す
る
た
め
の

町
債（
借
金
）返
済
を
す
る
補
正
予
算
や
福
島
県
人
事
委

員
会
勧
告
に
よ
る
職
員
給
与
の
改
定
、
新
庁
舎
の
事
務

机
の
購
入
な
ど
17
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
11
項
目
に

わ
た
っ
て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
補
正
予
算
の
う

ち
、
一
般
会
計
は
、
２
億
３
９

６
２
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
１
４
１
億
７
２
７
５
万
円

と
す
る
こ
と
を
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

お
も
な
増
額
は
、
歳
計
剰
余

金
を
処
分
す
る
た
め
の
町
債

（
借
金
）
返
済
１
億
１
０
０
０

万
円
、
新
庁
舎
へ
の
防
災
設
備

移
設
や
情
報
機
器
の
整
備
費
用

３
２
６
５
万
円
、
職
員
給
与
の

改
定
分
や
時
間
外
手
当
の
不
足

分
１
６
９
７
万
円
で
、
そ
の
財

源
は
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

や
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
ま

か
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業
、

介
護
保
険
の
特
別
会
計
と
水
道

事
業
会
計
の
補
正
予
算
も
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

職員給与の引き上げを決定

道
の
駅
建
設
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
も

将
来
に
向
け
借
金
返
済
を
選
択

一
般
会
計
補
正
予
算

※
歳
計
剰
余
金
と
は

　

前
年
度
の
収
入
か
ら
支
出
を

差
し
引
い
た
残
額
。
そ
の
半
分

以
上
を
基
金（
貯
金
）に
積
む
か

繰
上
償
還（
借
金
の
期
限
前
返

済
）に
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平成26年度一般会計
補正予算（第３号・第４号）のおもな内容
【おもな事業】
•町債（借金）返済 1億1000万円
•新庁舎への防災設備移設、情報機器整備 3265万円
•人件費（給与改定分と時間外手当など）の不足分
 1697万円
•森林再生事業の事前調査費用 　1460万円
•道の駅整備のため職員3人を採用 1221万円
•燃料費や電気料金の高騰による不足分 　　710万円
•衆議院議員選挙の人件費など 　　700万円
•観光力づくり事業 　668万円
•教科書改訂に対応する教職員指導書購入 　546万円
•中学校部活動補助金（県・東北大会出場） 237万円
•公用車の買い替え（2台） 202万円
•災害援助資金返済、イベント補助金など 2256万円
 計　2億3962万円
【おもな財源】
•国・県からの補助金（新庁舎建設、森林再生事業など）
 1億6149万円
•前年度からの繰越金など 7283万円
•災害援助資金返還、基金（貯金）利子など 530万円
 計　2億3962万円

■町債（借金）の残高

会計名 25年度末現在 26年度末見込

一般会計 54億7872万円 56億3481万円

■財政調整基金（貯金）の残高

会計名 25年度末現在 26年度末見込

一般会計 8億3071万円 8億3160万円

12月定例会
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（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

公
用
車
の
買
い
替
え

基
準
は
あ
る
の
か
。
な
ぜ
当
初

予
算
で
計
画
し
な
い
の
か
。

　

ど
の
公
用
車
も
耐
用

年
数
を
過
ぎ
て
限
界
ま

で
使
用
す
る
た
め
、
使
え
な
く

な
っ
た
時
点
で
予
算
を
計
上
し

た
も
の
。（

松
浦
常
雄
議
員
）

　

１
０
０
０
年
の
ま

ち
。
こ
れ
か
ら
１
０
０
年
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
２
０
０

万
円
の
内
容
は
。

　

３
月
に
「
春
の

フ
ー
ド
フ
ェ
ス

タ
」
を
実
施
す
る
た
め
、
予
算

を
組
み
替
え
る
も
の
。

（
東
海
林
一
樹
議
員
）

　

観
光
力
づ
く
り
事
業

６
６
８
万
円
の
内
容
は
。

　

４
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
、
全
国

の
Ｊ
Ｒ
各
社
が
本
県
を
対
象
と

し
て
一
大
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
。
こ
れ
に
む
け
、
阿
津

賀
志
山
防
塁
と
奥
山
邸
を
中
心

に
風
評
被
害
の
払
拭
や
観
光
客

の
誘
致
を
進
め
る
。
ま
た
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
観

光
Ｐ
Ｒ
用
ソ
フ
ト
を
作
成
す

る
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

燃
料
費
や
電
気
料
が

７
１
０
万
円
も
増
額
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
。

　

電
気
料
金
の
改
定
や

原
油
の
高
騰
と
、
職
員

の
残
業
に
よ
る
電
気
代
の
増
加

が
お
も
な
理
由
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

高
齢
者
対
策
が
課
題

な
の
に
、
老
人
福
祉
費
１
７
０

万
円
を
な
ぜ
減
額
す
る
の
か
。

　

敬
老
祝
金
と
敬

老
会
事
業
が
終
了

し
、
そ
の
不
用
分
を
減
額
し
た

も
の
。（

村
上
晴
夫
議
員
）

　

業
務
量
の
増
加
に
比

べ
て
時
間
外
手
当
の
当
初
予
算

が
少
な
く
、
４
０
０
０
万
円
も

補
正
増
を
し
て
い
る
。
当
初
予

算
の
積
算
が
あ
ま
い
の
で
は
。

　

町
の
財
政
状
況
が
厳

し
く
基
金
（
貯
金
）
を

取
り
崩
し
て
当
初
予
算
を
作
成

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
時
間

外
手
当
は
一
定
水
準
の
金
額
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
で
き
る

だ
け
実
態
に
あ
っ
た
予
算
編
成

を
心
が
け
た
い
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
は
６
月
議
会
で
再
開
を
決
定

し
、
３
月
議
会
ま
で
に
見
直
す

と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
現
在
の

状
況
は
。

　

現
在
、
国
・
県
、
近

隣
市
町
を
調
査
し
、
内

容
を
確
認
し
て
い
る
。

（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

福
島
森
林
再
生
事
業

１
４
６
０
万
円
の
内
容
と
委
託

先
は
。

　

石
母
田
地
区
で

の
間
伐
事
業
の
計

画
作
成
や
調
査
を
福
島
県
北
森

林
組
合
に
委
託
す
る
も
の
。

公
用
車
の
更
新
基
準
は

ま
ち
づ
く
り
事
業

補
助
金
の
内
容
は

観
光
力
づ
く
り
事
業

の
内
容
は

燃
料
費
や
電
気
代
が

増
え
た
理
由
は

時
間
外
手
当
の
積
算
が

あ
ま
い
の
で
は

高
齢
者
対
策
費
の

減
額
は
な
ぜ
か

職
員
手
当
の
見
直
し

は
進
ん
で
い
る
の
か

疑疑

質質

問

問

問問

問

問問

問

総
務

課
長

総
務
課
長

総
務

課
長

総
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産
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課
　
　
長
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業
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課
　
　
長
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課
　
　
長
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課
　
　
長

森
林
再
生
事
業
の

内
容
は


